令和３年度大阪府がん対策推進委員会肝炎肝がん対策部会（概要）


１．日　時：令和４年２月２８日～３月９日（書面開催）

２．議　事：
（１）大阪府肝炎専門医療機関及び肝炎協力医療機関の指定等について
（２）令和２年度肝炎専門医療機関の現況報告について
（３）肝炎医療コーディネーターについて
（４）肝炎ウイルス検査の重点勧奨及び府保健所検査の廃止について
（５）肝炎フォローアップ事業について
　　①肝炎等克服政策研究事業を利用した大阪府における肝炎フォローアップ事業について
　　②肝炎ウイルス検診の精度管理について
（６）肝炎・肝がん対策事業について
①肝炎定期検査・初回精密検査費用助成事業について
　　②肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業について
（７）第３期大阪府がん対策推進計画（進捗管理・中間点検報告）について

３．委員からの意見要旨と審議結果
（１）大阪府肝炎専門医療機関及び肝炎協力医療機関の指定等について
【意見要旨】
・新規指定において診療実績が少ない医療機関もあるため、今後の検討課題と考えられる。
【審議結果】　承認

（２）令和２年度肝炎専門医療機関の現況報告について
【意見要旨】
・肝疾患診療連携拠点病院と府との連携を強化するための取組を拡充してほしい。
あわせて、令和３年度の具体的な取組をお示し願う。

（３）肝炎医療コーディネーターについて
【意見要旨】
・コーディネーターの育成・配置が進んでいるが、より活躍できる仕組みづくりが必要。
・スキルアップ研修の実施、「知って肝炎プロモーター」への登録も促進してほしい。

（４）肝炎ウイルス検査の重点勧奨及び府保健所検査の廃止について
【意見要旨】
・府保健所検査廃止後の受け皿として、検査受託医療機関に期待したい。
　　・市町村の検査受検率が向上するよう、府と市町村の連携を促進してほしい。
検査の個別勧奨等の好事例の市町村調査の進捗状況はいかがか。

（５）肝炎フォローアップ事業について
【意見要旨】
・陽性者を早期に発見し、適切な受診につなげ、粗死亡率の減少を実現してほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（６）肝炎・肝がん対策事業について
【意見要旨】
・実績が少ないため、適切に運用されているか懸念。
・肝がん事業の要件が緩和されたが、浸透していないのは残念。制度が複雑なことが理由
　のひとつでもあるため、わかりやすい資料や冊子にするなどの公表が望ましい。
・府内がん診療連携拠点病院に対して、肝がん指定医療機関になるよう働きかけを。
　主治医等から制度説明ができるよう徹底してほしい。あわせて、申請手続きの簡素化、
所得制限の撤廃をはじめとする要件緩和等を厚生労働省に要望してほしい。

（７）第３期大阪府がん対策推進計画（進捗管理・中間点検報告）について
【意見要旨】
・がん予防という視点で、喫煙と同様、アルコール・肥満対策の計画への位置付けが課題。
[bookmark: _GoBack]・同計画における、肝炎ウイルス検査累積受検者数・精密検査受検率の2023年度の個別
目標を、是非とも達成してほしい。
【審議結果】　承認
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